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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部に対して耳介の外側から装着されると共にスピーカーユニットが配設されたハウジ
ングと装着時に頭部の被装着面に圧着されるイヤーパッドとを有する少なくとも１つのヘ
ッドホーン本体と、
　支持部を有する回動機構と、
　該回動機構に連結されると共に回動機構の支持部を介してヘッドホーン本体を回動自在
に支持するヘッドバンドとを備え、
　ヘッドホーン本体のヘッドバンドに対する回動支点を回動機構の支持部より上記被装着
面側に設け、
　頭部の上記被装着面上に上記回動支点が位置するようにした
　ことを特徴とするヘッドホーン装置。
【請求項２】
　ヘッドホーン本体を頭部に対して略上下へ移動する方向へ回動するようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホーン装置。
【請求項３】
　ヘッドホーン本体を頭部に対して略前後へ移動する方向へ回動するようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホーン装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明はヘッドホーン装置についての技術分野に関する。詳しくは、頭部に対して耳介の
外側から装着されるヘッドホーン本体がヘッドバンドに回動機構を介して回動自在に支持
されたヘッドホーン装置についての技術分野に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１３に、従来のヘッドホーン装置の一例を示す。
【０００３】
ヘッドホーン装置ａは、一対のヘッドホーン本体ｂ、ｂとヘッドバンドｃとを備えている
。
【０００４】
ヘッドホーン本体ｂ、ｂは、内部にそれぞれ図示しないスピーカーユニットが設けられた
ハウジングｄ、ｄと該ハウジングｄ、ｄの内面側に取り付けられた柔軟性に富むイヤーパ
ッドｅ、ｅとを有している。
【０００５】
ヘッドバンドｃは上方に凸になるように湾曲され、可撓性及び弾性を有し、両端部が互い
に近づく方向への弾発力を有するバネ部材として設けられている。
【０００６】
ヘッドバンドｃの両端部にはそれぞれハンガーｆ、ｆがスライド自在に支持され、該ハン
ガーｆ、ｆは、それぞれ一端部ｇ、ｇに上記ヘッドホーン本体ｂ、ｂを回動自在に支持し
ており、ハンガーｆ、ｆの一端部ｇ、ｇがヘッドホーン本体ｂ、ｂの回動支点とされてい
る。
【０００７】
ハンガーｆ、ｆ間には補助バンドｈが設けられている。
【０００８】
ヘッドホーン装置ａは、それぞれヘッドホーン本体ｂ、ｂのイヤーパッドｅ、ｅが頭部ｉ
の耳介ｊ、ｊを覆うようにして頭部ｉに装着され、このときヘッドバンドｃの弾発力によ
って頭部ｉにヘッドホーン本体ｂ、ｂを介して一定の側圧が付与される。また、補助バン
ドｈは、頭部ｉに上方から接触した状態で装着される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ヘッドホーン装置ａが頭部ｉに装着された状態において、図１４に示すように
、頭部ｉにイヤーパッドｅが接触される接触面を含む面を仮想平面ｋとして考えると、従
来のヘッドホーン装置ａにあっては、ヘッドホーン本体ｂの回動支点ｇが該ヘッドホーン
本体ｂ上に設けられているため、仮想平面ｋから回動支点ｇまで一定の距離Ｌがある。
【００１０】
そして、ヘッドホーン装置ａの重量は、回動支点ｇに集中荷重として付与されると考えら
れる。
【００１１】
従って、ヘッドホーン装置ａには、図１４に示すように、Ｍ＝Ｗ×Ｌの回転モーメントが
発生し、この回転モーメントＭによってイヤーパッドｅの上端部ｅ１と下端部ｅ２との間
に、頭部ｉに対する圧力の不均一が生じ、当該圧力の不均一が装着感を悪化させる要因と
なっている。
【００１２】
特に、近時、装着感の向上を図るためにイヤーパッドの厚みが増加する傾向にあるが、イ
ヤーパッドを厚くする分、仮想平面ｋと回動支点ｇとの距離Ｌが大きくなってしまい、圧
力の不均一が増大してしまうとい不具合が生じてしまう。
【００１３】
そこで、本発明ヘッドホーン装置は、上記した問題点を克服し、装着感の向上を図ること
を課題とする。
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【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明ヘッドホーン装置は、上記した課題を解決するために、頭部に対して耳介の外側
から装着されると共にスピーカーユニットが配設されたハウジングと装着時に頭部の被装
着面に圧着されるイヤーパッドとを有する少なくとも１つのヘッドホーン本体と、支持部
を有する回動機構と、該回動機構に連結されると共に回動機構の支持部を介してヘッドホ
ーン本体を回動自在に支持するヘッドバンドとを設け、ヘッドホーン本体のヘッドバンド
に対する回動支点を回動機構の支持部より上記被装着面側に設け、頭部の被装着面上に回
動支点が位置するようにしたものである。
【００１５】
　従って、本発明ヘッドホーン装置にあっては、ヘッドホーン本体に発生する回転モーメ
ントが小さくなる。また、頭部の被装着面上にヘッドホーン本体のヘッドバンドに対する
回動支点を位置させるようにしたので、ヘッドホーン装置に回転モーメントが発生せず、
イヤーパッドの各部において頭部に対する圧力の不均一が生じず、装着感の一層の向上を
図ることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明ヘッドホーン装置の実施の形態を添付図面を参照して説明する。
【００１７】
ヘッドホーン装置１は、一対のヘッドホーン本体２、２とヘッドバンド３とを備えている
（図１参照）。そして、ヘッドホーン本体２は、ハウジング４と該ハウジング４の内面側
に取り付けられた柔軟性に富むイヤーパッド５とを有している（図１参照）。
【００１８】
ハウジング４は略ドーム状を為す外殻部６に該外殻部６の開口面を覆う蓋部７が結合され
て成る（図２乃至図４、図８参照）。
【００１９】
外殻部６の内面には前後に離間して被支持壁部８、８が立設され、該被支持壁部８、８に
は、それぞれ外方に凸の緩やかな円弧状を為す被支持孔８ａ、８ａが上下に離間して形成
されている（図２及び図３参照）。そして、外殻部６の内面の所定の位置には、螺孔を有
する取付ボス９、９、・・・が一体に設けられている。また、外殻部６の下端部には、コ
ード挿通孔１０が形成されている。さらに、外殻部６の上端部には、取付用挿通孔６ａが
形成されている。
【００２０】
蓋部７は略平板状を為し、外殻部６の開口面に対応した形状に形成されている（図４参照
）。蓋部７の中央部にはスピーカーユニット１１が配設され、該スピーカーユニット１１
には、該スピーカーユニット１１に音声を入力するためのコード１２の一端が接続されて
いる。そして、蓋部７の内面の所定の位置、即ち、外殻部６の取付ボス９、９、・・・に
対応した位置には、ネジ挿通孔を有する取付ボス１３、１３、・・・が突設されている。
また、蓋部７の内面には、スピカーユニット１１の側方に規制壁１４が立設されている。
【００２１】
外殻部６の被支持壁部８、８には支持部材１５が摺動自在に支持され、被支持壁部８、８
と支持部材１５とによって回動機構１００が構成される（図５乃至図８参照）。
【００２２】
支持部材１５は、略前後方向に延びる連結部１６と該連結部１６の中間部から突出された
被取付部１７と連結部１６の両端部にそれぞれ設けられた支持部１８、１９とが一体に形
成されて成る（図５及び図６参照）。
【００２３】
被取付部１７には、被取付孔１７ａが形成されている。そして、一方の支持部１８は略上
下方向に延びるような円弧状を為し、上下方向における中央部が連結部１６の一端部に連
続し、上下両端部にそれぞれ支持軸１８ａ、１８ａが突設されている。また、他方の支持
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部１９は略上下方向に延びるような直線状を為し、上下方向における中央部が連結部１６
の他端部に連続し、上下両端部に上記支持軸１８ａ、１８ａと同じ方向に突出された支持
軸１９ａ、１９ａが突設されている。
【００２４】
支持部１８、１９の支持軸１８ａ、１８ａ、１９ａ、１９ａには、それぞれコロ２０、２
０、・・・が回転自在に支持されている。
【００２５】
支持部材１５は、コロ２０、２０、・・・がそれぞれ外殻部６の被支持壁部８、８に形成
された被支持孔８ａ、８ａ、・・・に挿入され（図７参照）、これによりヘッドホーン本
体２が支持部材１５に対して緩やかな円弧状の軌跡を為す方向へ摺動可能とされる。
【００２６】
ヘッドホーン本体２が支持部材１５に対して摺動動作されるときには、コロ２０、２０、
・・・が回転可能であるため、摺動抵抗が小さく、ヘッドホーン本体２の摺動動作が極め
て円滑に行われる。
【００２７】
ヘッドホーン本体２が支持部材１５に摺動自在に支持された状態においては、支持部材１
５の被取付部１７の一部が外殻部６の取付用挿通孔６ａから外方へ突出される（図８参照
）。
【００２８】
ヘッドホーン本体２が支持部材１５に支持された状態で、外殻部６の取付ボス９、９、・
・・にそれぞれ蓋部７の取付ボス１３、１３、・・・が突き合わされ、ネジ止めされて蓋
部７が外殻部６に取り付けられ（図８参照）、これによりハウジング４が構成される。そ
して、この状態においては、蓋部７の規制壁１４が支持部材１５の支持部１９と近接又は
当接した状態とされ、摺動動作時のヘッドホーン本体２の支持部材１５からの脱落が防止
されるようになっている。また、蓋部７が外殻部６に取り付けられた状態において、コー
ド１２が外殻部６のコード挿通孔１０から引き出される（図８参照）。
【００２９】
イヤーパッド５は、例えば、ウレタン系の柔軟性に富むクッション部が、例えば、合成皮
革や布材料等によって形成された表皮部によって覆われて成り、蓋部７に取り付けられる
（図１参照）。
【００３０】
ヘッドバンド３は上方に凸となるように湾曲され、、可撓性及び弾性を有し、両端部が互
いに近づく方向への弾発力を有するバネ部材として設けられている。
【００３１】
ヘッドバンド３の両端部には、それぞれハンガー２１、２１がスライド自在に支持されて
いる（図１参照）。そして、ハンガー２１、２１の一部に、ハウジング４、４の取付用挿
通孔６ａ、６ａから突出された上記支持部材１５、１５の被取付部１７、１７が被取付孔
１７ａ、１７ａを介してネジ止めによって取り付けられている。従って、ヘッドホーン本
体２、２は被支持壁部８、８、・・・と支持部材１５、１５とによって構成された回動機
構１００、１００及びハンガー２１、２１を介してヘッドバンド３に回動自在に支持され
る。
【００３２】
ハンガー２１、２１間には補助バンド２２が設けられている（図１参照）。
【００３３】
しかして、ヘッドホーン装置１は、それぞれヘッドホーン本体２、２のイヤーパッド５、
５が頭部２３の耳介２４、２４を覆うようにして頭部２３に装着され（図１参照）、この
ときヘッドバンド３の弾発力によって頭部２３にヘッドホーン本体２、２を介して一定の
側圧が付与される。従って、イヤーパッド５、５は、頭部２３の側面部、即ち、被装着面
２５に圧着される。また、補助バンド２２は、頭部２３に上方から接触した状態で装着さ
れる（図１参照）。
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【００３４】
ヘッドホーン装置１にあっては、上記したように、ヘッドホーン本体２、２が支持部材１
５、１５に対して円弧状の軌跡を為す方向へ移動する。従って、ヘッドホーン本体２、２
はヘッドバンド３に対して回動され、その回動中心Ｐは被支持壁部８、８、・・・より被
装着面２５、２５側に位置されている（図９乃至図１１参照）。
【００３５】
尚、図９乃至図１１においては、頭部２３にイヤーパッド５、５が圧着される被装着面２
５を仮想平面２６として示す。
【００３６】
図９は、ヘッドホーン装置１の頭部２３に対する装着を開始した直後の状態を示すもので
ある。図９の状態は、使用者がヘッドバンド３を把持して該ヘッドバンド３の弾発力に抗
してヘッドホーン本体２、２を外方へ広げている状態である。
【００３７】
この状態においては、自重によってヘッドホーン本体２は下方側の移動端に移動されてお
り、先ず、イヤーパッド５の下端部５ａが仮想平面２６に当接される。このとき回動中心
Ｐは仮想平面２６とハウジング４との間に位置されている。
【００３８】
使用者がヘッドバンド３に対する把持を解除すると、ヘッドバンド３の弾発力によってヘ
ッドホーン本体２、２は互いに近づく方向へ移動される。ヘッドホーン本体２は、図９に
示すＲ方向へ回動され、イヤーパッド５の接触面の全面が仮想平面２６に当接される（図
１０参照）。このときも図９の状態と同様に、回動中心Ｐは仮想平面２６とハウジング４
との間に位置されている。
【００３９】
イヤーパッド５は柔軟性に富む材料によって形成されているため、ヘッドホーン装置１が
頭部２３に装着された状態においては、イヤーパッド５はヘッドバンド３の弾発力によっ
てハウジング４と仮想平面２６との間で圧縮され、仮想平面２６にイヤーパッド５が圧着
された状態となる（図１１参照）。
【００４０】
ヘッドホーン装置１にあっては、頭部２３に装着されるときのイヤーパッド５の圧縮量ｄ
（図１０及び図１１参照）を考慮して、回動中心Ｐが仮想平面２６上に位置するように設
定されている。尚、この圧縮量ｄは、ヘッドバンド３の弾発力の大きさやイヤーパッド５
に用いる材料の種類等を考慮して求めればよい。
【００４１】
ヘッドホーン装置１の重量は、回動支点Ｐに集中荷重として付与されると考えられるため
、上記したように、回動中心Ｐが仮想平面２６上に位置するように設定されていることに
より、ヘッドホーン装置１に発生する回転モーメントはゼロとなり、イヤーパッド５、５
の上端部５ｂと下端部５ａとの間に、頭部２３に対する圧力の不均一が生じない。
【００４２】
以上に記載した通り、ヘッドホーン装置１にあっては、ヘッドホーン本体２、２の回動支
点Ｐ、Ｐをヘッドホーン本体２、２を支持する被支持壁部８、８、・・・より被装着面２
５、２５側に設けている。従って、ヘッドホーン装置１に発生する回転モーメントが小さ
くなり、イヤーパッド５、５の上端部５ｂ、５ｂと下端部５ａ、５ａとの間に、頭部２３
に対する圧力の不均一が生じ難く、ヘッドホーン装置１の頭部２３に対する装着感の向上
を図ることができる。
【００４３】
図１２は、ヘッドホーン本体２、２の回動する方向を変更したヘッドホーン装置１Ａを示
すものである。
【００４４】
ヘッドホーン装置１Ａにあっては、ヘッドホーン本体２、２を頭部２３に対して略前後方
向へ移動するように回動させている。このようにヘッドホーン本体２、２が略前後方向へ
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移動するように回動する場合においても、回動支点Ｐ、Ｐを被支持壁部８、８、・・・よ
り被装着面２５、２５側に設けることにより、ヘッドホーン装置１Ａに発生する回転モー
メントが小さくなり、イヤーパッド５、５の前端部５ｃ、５ｃと後端部５ｄ、５ｄとの間
に、頭部２３に対する圧力の不均一が生じ難く、ヘッドホーン装置１Ａの頭部２３に対す
る装着感の向上を図ることができる。
【００４５】
尚、ヘッドホーン本体２、２の回動方向は上記したヘッドホーン装置１又はヘッドホーン
装置１Ａに示す方向に限らず、任意に設定することができる。
【００４６】
また、上記のように、回動支点を被装着面側に設けて、発生する回転モーメントを小さく
し装着感の向上を図るようにすることは、ヘッドホーン装置に限られることなく、例えば
、防寒用や防音用の耳あてに適用することも可能である。
【００４７】
尚、上記した実施の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本発明の
実施を行うに際しての具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本発明
の技術的範囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【００４８】
【発明の効果】
　以上に記載したところから明らかなように、本発明ヘッドホーン装置は、頭部に対して
耳介の外側から装着されると共にスピーカーユニットが配設されたハウジングと装着時に
頭部の被装着面に圧着されるイヤーパッドとを有する少なくとも１つのヘッドホーン本体
と、支持部を有する回動機構と、該回動機構に連結されると共に回動機構の支持部を介し
てヘッドホーン本体を回動自在に支持するヘッドバンドとを備え、ヘッドホーン本体のヘ
ッドバンドに対する回動支点を回動機構の支持部より上記被装着面側に設け、頭部の被装
着面上に回動支点が位置するようにしたことを特徴とする。
【００４９】
　従って、ヘッドホーン装置に発生する回転モーメントが小さくなり、イヤーパッドの各
部において頭部に対する圧力の不均一が生じ難く、ヘッドホーン装置の頭部に対する装着
感の向上を図ることができる。また、頭部の被装着面上にヘッドホーン本体のヘッドバン
ドに対する回動支点を位置させるようにしたので、ヘッドホーン装置に回転モーメントが
発生せず、イヤーパッドの各部において頭部に対する圧力の不均一が生じず、装着感の一
層の向上を図ることができる。
【００５０】
請求項２に記載した発明にあっては、ヘッドホーン本体を頭部に対して略上下へ移動する
方向へ回動するようにしたので、イヤーパッドの上端部と下端部との間で、頭部に対する
圧力の不均一が生じ難く、装着感の向上を図ることができる。
【００５１】
請求項３に記載した発明にあっては、ヘッドホーン本体を頭部に対して略前後へ移動する
方向へ回動するようにしたので、イヤーパッドの前端部と後端部との間で、頭部に対する
圧力の不均一が生じ難く、装着感の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図２乃至図１１と共に本発明ヘッドホーン装置の実施の形態を示すものであり、
本図はヘッドホーン装置を一部を断面にして頭部に装着した状態で示す概略正面図である
。
【図２】ハウジングの外殻部を示す概略側面図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う拡大断面図である。
【図４】ハウジングの蓋部を示す概略側面図である。
【図５】支持部材を示す側面図である。
【図６】支持部材を示す正面図である。
【図７】支持部材に外殻部が支持された状態を示す概略側面図である。
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【図８】外殻部に蓋部が結合された状態を示す概略拡大縦断面図である。
【図９】図１０及び図１１と共にヘッドホーン本体が頭部に装着される過程を示すもので
あり、本図は装着が開始された直後の状態を一部を断面にして示す概略正面図である。
【図１０】図１０に引き続く状態を一部を断面にして示す概略正面図である。
【図１１】装着された状態を一部を断面にして示す概略正面図である。
【図１２】ヘッドホーン本体の回動方向を変更したヘッドホーン装置を一部を断面にして
示す概略平面図である。
【図１３】従来のヘッドホーン装置を一部を断面にして頭部に装着した状態で示す概略正
面図である。
【図１４】従来の問題点を示す概念図である。
【符号の説明】
　１…ヘッドホーン装置、２…ヘッドホーン本体、３…ヘッドバンド、４…ハウジング、
５…イヤーパッド、１１…スピーカーユニット、１８…支持部、１９…支持部、２３…頭
部、２４…耳介、２５…被装着面、２６…仮想平面（被装着面）、１００…回動機構、１
Ａ…ヘッドホーン装置、Ｐ…回動中心（回動支点）

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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